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N orihiro KURACHI 
はじめに
現在、社会教育研究の中で労働者に関する社会教育が重要視されているO 末本の個人・集団・



















































機関として成立した製作場教場に監事として関わる O また、 1876年には手島は文部省に出仕し、
ブィラデルフィア万国博覧会出品事務に携わり、 2回目の洋行を果たしているO 翌年 (1877年)、
帰国した手島は教育博物館館長補に就任する。また、同年には内国勧業博覧会の文部省出品御
用掛も務めているO なお、彼はこの内国勧業博覧会には 2回から 5固まで審査委員として関わっ





































































































































































































年 期 科 目 言毒 師 名
84 動 物 てA主Fふ 東京大学教授 箕作佳吉
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l 末本誠『生涯学習論一一日本の「学習社会J~ エイデル研究所 1996 
2 宮坂広作「明治期における労働者教育の展開J~近代日本の社会教育』明石出版 1994 91-188頁








第2巻第10号 岩波書庖 1934 150-169頁等があるが、人物紹介の域を出ないものである。







2 1876年4月---1877年l月 アメリカ フィラデルフィア万国博覧会
3 1878年2月---1878年12月 フランス パリ万国博覧会
4 1884年5月---1885年 イギリス ロンドン万国衛生博覧会
1889年3月---1890年3月 アメリカ/フランス 住友顧問・パリ万国博覧会見学
6 1891年12月---1893年10月 アメリカ コロンブス世界博
7 1903年8月---1904年2月 アメリカ セントルイス万国博覧会
8 1909年4月---1909年12月 イギリス 日英博覧会評議員/欧州工業教育の視察























17 手島精一「社会教育Jr東京教育時報』第四号 東京市教育会 1902 11-15頁
18 向上 1頁
19 同上





















をしている。田中不二麻呂「教育現談」大隈重信撰『開国五十年史 上巻』開国五十年史発行所 1907 
738頁






38 田辺尚雄「東京博物館と故手島精一翁(二)J~明治文化研究』第 5 巻第 3 号 1929年 26頁
39 向上 26-28頁
40 I教育博物館年報J~文部省第七年報Jl 1878 605頁。なお、椎名はこの文部省による交付は「教育博
物館の教育諸器具に質的な変改をもたらす」ものであったと述べている(椎名仙卓『日本博物館発達史J
雄山閣 1988 78頁)。
41 国立科学博物館編『国立科学博物館百年史』第一法規 1877 90-95頁
42 田辺尚雄前掲註39 28-30頁
43 国立科学博物館編前掲註41書 74頁
44 I教育博物館第六年報J~文部省第十年報J 1881 924-925頁。
45 第十二条 学科条ノ事理ヲ物品ニ就テ講究シ或ハ器械ノ便否ヲ説明センカ為ニ有志者ヲ招キ或ハ学士
ヲ鴨シテ集会ヲナスルコトアルヘシ



































(1図書館人を偲ぶ座談会(二)Jr図書館雑誌』日本図書館協会 1941 p.272) 























76 手島精一「工業上に於ける省力機械の汎用を促すべしJr国民之友」第361号 民友社 1897 77頁
77 蓮沼門三「故手島先生と修養団Jr向上』第12巻第3号 1918 4頁
78 手島精一「人格と知識Jr向上』第15号修養団 1909 4頁
79 手島精一「今後の社会に適者たるべき人物Jr向上』第20号 修養団 1910 10-11頁





83 手島精一「英人は斯うして品性を修養するJ~向上』第 5 巻第 1 号 1912 18-20頁
84 手島精一「工業並びに従業者の品性J~遺稿J 116-119頁(初出は『日本之青年J1912) 
85 r職工教育の必要井に其方法(ー)J~教育時論』第810号 開発社 1907 21-22頁
「職工教育の必要井に其方法(二)J~教育時論』第811号 開発社 1907 19-20頁
「職工教育の必要井に其方法(三)J~教育時論」第812号 開発社 1907 23-24頁
「職工教育の必要井に其方法(四)J~教育時論』第813号 開発社 1907 22-23頁
86 r職工教育の必要井に其方法(ー)J~教育時論』第810号 開発社 1907 21頁
87 r職工教育の必要井に其方法(二)J~教育時論』第811号 開発社 1907 19頁
88 r社会教育J~東京市教育時報』第四号東京市教育会 1902 12-13頁
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